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実際の被害認定は、外観の他に、家の傾き、浸水の深さ、柱や床といった家屋の部位
ごとの損壊割合など、一定の基準のもとに行われます。
被害認定調査についての詳細は、内閣府のWebサイト上のページ「災害に係る住家
の被害認定基準運用指針」に掲載されています。
http://www.bousai.go.jp/taisaku/pdf/h3003shishin_3.pdf
http://www.bousai.go.jp/taisaku/pdf/h3003kaitei.pdf
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※状況や家屋によって異なる場合もあるため、目安として参照してください。

※2019年3月に改訂されました























※床下収納や点検口がない場合、工務店などに依頼して点検口を増設しても

らうことをお勧めします。２～３万円ほどかかりますが、放置をするよりも

はるかに家を傷めずに済みますので、できる限り床下を確認するようにしま

しょう。





















※(　)内の所属は初版発行当時

内閣府（防災担当）災害に係る住家の被害認定基準運用指針（2018.3）




